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JM S-Q1 6 0 0 GC U ltraQuadT M SQ-Z eta

日本電子の新世代ガスク ロマト グラ フ 四重極質量分析計 (GC-QM S ) システム 

JM S -Q1 6 0 0 GC U ltra Qua dT M S Q-Z e ta は、 長年培っ てき た QM S 技術を 結集さ せた

第 6 世代のハイ エンド GC-QM S です。

環境、 水質、 農薬分析と いっ た定量分析から 、

材料、 におい分析と いっ た定性分析まで

幅広い測定・ 分析ニーズに対応し た究極の高性能・ 汎用型 GC-M S です。

「 Z e t a ゼータ 」
第 6 世代のハイ エンド GC-QM S ついに登場
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JMS-K9　 　 　 　 　                                                    

・ 第 1 世代の JEOL 製 GC-QMS
・ 大型双曲電極、 大型 TMP 採用

・ Novaspec ソ フ ト ウェ ア

JMS-Q1000GC　                                                       

・ ク ラ ス最高水準の SCAN 感度実現

・ EscrimeTM ソ フ ト ウェ ア

・ 高濃度試料分析 EIイ オン源

JMS-Q1000GC MkII                                  　               

・ 更なる SCAN 感度向上

・ JEOL 製ヘッ ド スペースサンプラ ー対応

JMS-Q1050GC　                                                          

・ フ ィ ラ メ ント 長期耐久性

・ デュ アルフ ィ ラ メ ント 搭載

・ 光イ オン化法

JMS-Q1500GC　                                                      

・ 新設計制御回路搭載と MSPRIMOTM ソ フ ト ウェ ア

・ EscrimeTM ソ フ ト ウェ アへの定性 / 定量解析の統合

・ Draw-in Lens 搭載

2003

2005

2008

2011

2016

JEOL における質量分析計は、 1 9 6 3 年に上市し た JM S-0 1 の磁場セク タ ー質量分析計に端を 発し ますが、 1 9 7 0 年代には四

重極質量分析計（ Quad rupo le  M S : QM S） の基礎的な研究も 盛んに行われてき まし た。 1 9 7 2 年に大型四重極（ 双曲電極） を

採用し た高性能 G C-QM S 、 JM S -Q1 0 を 上市し ま し た。 そ の後、 1 9 8 9 年に JM S -A M シ リ ーズ Au tom a s s を 上市し 、

本格的に QM S 市場へ参入し まし た。

2 0 0 3 年には待望の JEOL 製 GC-QM S、JM S-K 9 を市場導入し まし た。 JM S-K 9 は大型双曲電極、大型 TM P を採用し ており 、

Autom a s s のコ ンセプト を踏襲し つつ、 最新回路技術や PC システムを搭載し た装置です。 2 0 0 3 年以降、 JM S-K 9 をベースと し

たシステムおよびハード ウェ アの改良を日々行なっ ており 、 今まで 5 世代の GC-QM S を市場導入し てきまし た。

こ の度 JEOL では 6 世代目と なる JM S-Q1 6 0 0 GC U ltraQuadT M SQ-Z eta を新たに市場導入いたし ます。 今まで培っ た匠の

技術を 踏襲し 、 さ ら に機能を バージョ ンアッ プさ せた新世代 GC-QM S システム JM S -Q1 6 0 0 GC U ltra Qua dT M S Q-Z e ta に

ご期待く ださ い。

JEOL製 四重極質量分析計の系譜
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高精度双曲形四重極 

・  優れたイ オン透過性で高感度を達成

・  大量のイ オン導入によるク エンチ（ イ オン消失）を低減し 、

広いダイ ナミ ッ ク レンジを実現

プリ フ ィ ルタ ー 

・ 四重極の汚れによる分解能や感度低下を抑制

デュ アルフ ィ ラ メ ント

・ フ ィ ラ メ ント 交換における装置ダウンタ イ ムを低減

JM S-Q1 6 0 0 GC U ltra Quad TM  SQ-Z eta ではク ラ ス最大の大型双曲形四重極を搭載し ています。

双曲形四重極はイ オン許容量が大き いため、 広いダイ ナミ ッ ク レンジと

優れたイ オン透過性による高感度と いう 2 つの特長を両立さ せます。

イ オン源取り 外し に工具は一切必要あり ません。

従来機種同様、 大きなイ オン源フ ラ ンジを採用し ており 、 高いメ ンテナンス作業性を確保し ています。

高性能を 約束する
匠の質量分析技術が結集

工具不要な
イ ージ ーメ ン テ ナ ン ス ！

1 . カ バーを外し ます 2 . フ ラ ンジを外し ます

正面
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D r a w -in  L e n s

・ 四重極出口から のイ オン の拡散を 抑制し 、

ケミ カ ルノ イ ズを低減

・ イ オン再加速による感度向上

二次電子増倍管検出器

・ 大気による劣化に強い検出器を 採用し 、

高性能を長期維持

スプリ ッ ト フ ロータ ーボ分子ポンプ 

・ カ ラ ム交換・ メ ンテナンス作業後の素早い真空立ち上げを可能に

・ メ ガボア、 パッ ク ド カ ラ ム使用可能

・ 最新の Low -Pres s ure  GC (LPGC) カ ラ ムにも 対応

3 . ダイ ヤルを回し て

スト ッ パーを解除し ます

4 . イ オン源を外し ます 5 . イ オン 源から チャ ン バーを 外し 、

洗浄し ます
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U ltraQua d TM  SQ-Z eta の基本性能と 多彩なハード ウェ アオプショ ン

G C-M S に求めら れる基本性能を 高い水準で達成！
多彩なハード ウェ アオプショ ンにより 様々なアプリ ケーショ ンに対応し ます

Fast GC への対応： SCAN 速度 22,222 u/sec
Fas t GC は、 内径が細く 、 長さ が短いカ ラ ムを 使

用し て、 高速昇温さ せるこ と で、 分離能力を 維持し

たまま測定時間を短縮するこ と が可能な手法です。

一方 Fa s t GC 分析で は得ら れる ク ロ マ ト グラ ム

ピーク 幅が非常に狭く なるため、 使用する質量分析

計には高速データ 取得能力が求めら れます。  

U ltra Qua d TM  S Q-Z eta は S CAN 速度 2 2 ,2 2 2  u /

s ec のデータ 取り 込み速度を 有し ており 、 Fa s t GC

分析に対応可能です。

左の例は市販のアロマオイ ル 0 .1  µ L（ nea t） をス

プ リ ッ ト （ 1 0 0 ： 1 ） で、 通常の GC 条件と Fa s t 

GC 条件のそれぞれで測定し た結果です。 Fa s t GC

によ り 全体の測定時間を 約 1 /3 に短縮する こ と が

でき まし た。

装置検出限界： IDL<5 fg 広いク ロマト グラ ムダイ ナミ ッ ク レンジ

OFN  2 0  fg を S IM モード で連続 8 回測定し 、 得ら れた抽出イ

オンク ロマト グラ ムの面積値と その再現性より 装置検出下限を 算

出し たと こ ろ 、 2 .6 fg を達成し まし た。

OFN  0 .0 0 5 〜 1 ,0 0 0  pg を 標準 EI イ オン 源の SIM モード で

測定し たと こ ろ、 検量線の決定係数は 0 .9 9 9 以上を 示す良好な

直線性が得ら れまし た。 5 桁以上を有する広いダイ ナミ ッ ク レン

ジは定量分析のみなら ず、 濃度差のある混合試料の定性分析にお

いても 有効です。

Injection No. Peak Area
1 2,190
2 2,186
3 2,419
4 2,121
5 2,171
6 2,196
7 2,271
8 2,3044.48
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J E O L 独自の高精度双曲形四重極と D r a w -in  L e n s で高感度を 実現！

U lta ra Qua d TM  S Q-Z e ta では、 検出器の前段に多重化し た「 D ra w -in  Lens 」 を 搭載し て いま す。「 D raw -in  

Lens 」 は、 ケミ カ ルノ イ ズ低減と イ オン再加速による感度向上に寄与し ています。

また装置制御システム（ APU ） を 改良するこ と により 、 データ 取得の効率と スピード の向上を 達成し まし た。  

U ltraQuad TM  SQ-Z eta  はこ れら の最新技術の採用によ り 、 検出感度と S CAN 速度が大幅に向上し た最新の

GC-QM S システムです。

標準 EI イ オン源は最高ク ラ スの感度を有し ており 、 微量定量分析、 定性分析にご活用いただけます。

OFN ： Octa f lu orona phtha lene

アロマオイ ルの TICC 及びク ロマト グラ ムピーク 比較

（ 上段： 通常 GC　 下段： Fa s t GC）

高感度： SCAN OFN 1pg S/N>1000、 SIM： OFN 100fg S/N>500
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高性能 EI イ オン源 : Enhanced Performance Ion Source（ EPIS）（ オプショ ン）、 装置検出限界： IDL<1 fg

 高濃度試料分析 EI イ オン源（ オプショ ン）、 SCAN OFN 1pg S/N>20

EP IS ではイ オン源チャ ンバーを 改良するこ と で高感度化を 達成し まし た。 EP IS における 装置検出限界は ID L< 1  fg （ OFN  5  fg 注入、

8 回測定） です。 業界最高レベルの感度は、

◦ 微量成分分析

◦ 濃縮作業の簡略化、 試料導入量の低減（ 汚染低減）

◦ S IM 定量から SCA N 定量への置き換え（ 測定条件簡便化、 ノ ンタ ーゲッ ト 分析可能）

と いっ た様々なメ リ ッ ト を生み出し ます。

定量分析のみなら ず定性分析にも 活用いただけるオプショ ン EI イ オン源です。

OFN  5  fg を S IM モード で連続 8 回測定し 、

得ら れた抽出イ オン ク ロ マト グラ ムの面積

値と その再現性よ り 装置検出下限を 算出し

たと こ ろ、 ID L 0 .6  fg を達成し まし た。

Injection No. Peak Area

1 7,093

2 7,356

3 7,454

4 7,473

5 7,366

6 7,175

7 6,695

8 6,997

Amount  (ng) Peak Area
0.01 828
0.1 8,190
1 74,607

10 759,032
100 10,052,036
300 29,281,767

相関係数 0.9998

本イ オン源ではチャ ンバー開口部を広げるこ と で、 イ オン源と レンズの汚染が標準イ オン源より も 軽減し ています。

また廃液中の VOC などの高濃度試料を希釈なし で測定し ても 、 良好なデータ が取得でき ます。

高濃度域までのダイ ナミ ッ ク レンジ・ 直線性を持ち、 再現性、 耐久性も 兼ね備えた、 高濃度の試料測定に最適なイ オン源です。

VOC 測定で使用さ れる p-Brom o f lu orobenzene で、

3 0 0  ng まで直線性を維持

ユニ ーク な 2 つのオ プ シ ョ ン E I イ オ ン 源で
拡がる 分析ソ リ ュ ーシ ョ ン ！

U ltra Qua d TM  S Q-Z e ta では 2 種類のオプショ ン EI イ オン源が選択可能です。

高性能 EI イ オン源は U ltraQuad TM  SQ-Z eta で新たに搭載し たイ オン源です。 高感度化により 、 今まで諦めていた分析・ アプリ ケーショ

ンが可能になり ます。
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特長あ る ソ フ ト イ オ ン 化法を
ア プ リ ケ ーシ ョ ン に 応じ て 使い 分け ！
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U ltra Qua d TM  S Q-Z e ta ではソ フ ト イ オン化法と し て光イ オン化法（ PI） と 化学イ オン化法（ CI） が使用可能です。

また標準 EI イ オン源では、 イ オン化電圧を 1 0 〜 2 0  eV 程度に下げるこ と でフ ラ グメ ント イ オン発生を抑制する Low -Energ y E I 法も

可能です。

イ オン化法によるスペク ト ルの違い（ 試料： 2 -Oc ta none）

E I

C I

（ M etha ne）

P I

2 -Octanone

C
8
H

1 6
O= 1 2 8

[M + H ]+

[M + C
2
H

5
]+

[M + C
3
H

5
]+

M + ・

M + ・

定性分析、 定量分析に活用可能なソ フ ト イ オン化法

EI 法は最も ハード な イ オン 化法で ある ため、

分子イ オン 以外にも 多く のフ ラ グメ ン ト イ オ

ン が観測さ れ、 分子イ オン が全く 観測さ れな

いこ と も し ばし ばあり ます。

U l t r a Q u a d T M  S Q -Z e t a で は P I・ C I ・

L o w -E n e r g y  E I がソ フ ト イ オン化法と し て

使用でき 、 分子イ オンやプロト ン付加分子と

いっ た分子量情報を与えるイ オンを観測する

こ と が可能です。

こ れら のソ フ ト イ オン化法は、

ラ イ ブラ リ ーデータ ベース検索による定性分

析の確認作業や、 選択性を活かし た定量分析

への応用が可能です。

イ オン化エネルギー : 高

（ ハード イ オン化）

イ オン化エネルギー : 低

（ ソ フ ト イ オン化）

光イ オン化 (P I) 法は、 真空紫外線 (VU V) ラ ンプを用いたイ オン化法であり 、

EI 法 ( ハード イ オン 化法 ) と P I 法 ( ソ フ ト イ オン 化法 ) を 組み合わせた共

用イ オン 源と し て使用でき ます。 EI フ ィ ラ メ ン ト の ON /OFF、 P I ラ ン プ の

ON /OFF を行う だけで、 EI 法と PI 法の切り 替えが可能です。

特長

▶  イ オン源交換不要

▶  真空解除不要

▶  試薬ガス不要

▶  主に定性分析向け

発泡スチロールの Py/GC-MS 測定結果

TI C C

TI C C

GC/EI TICC

GC/PI TICC

Styrene
monomer

Styrene
dimer

Styrene
trimer

Toluene

AB

AB
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117 EI

PI

EI

PI

Acetophenone
1-Propenylbenzene

Peak A Peak B
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20 40 60 80 100 120 140 150 180 200

20 40 60 80 100 120 140 150 180 200

20 40 60 80 100 120 140 150 180 200

紫外線を強く 吸収する芳香族炭化水素は、 P I 法で優先的に

イ オン化さ れるため、 高感度に分子イ オンを検出可能です。

E I

e -

P I

重水素ラ ン プ

フ ィ ラ メ ン ト

MS へ

EI/PI 共用イ オン源の概要図

P I 使用時は ラ ン プ： ON 、 フ ィ ラ メ ン ト ： OFF

E I 使用時は ラ ン プ： OFF、 フ ィ ラ メ ン ト ： ON

光イ オン化法　 EI/PI 共用イ オン源（ オプショ ン） 

EI/PI
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化学イ オン化 (CI) 法では、 試薬ガスと 試料分子と のイ オン分子反応により プロト ン付加分子を生成するイ オン化法です 。 試薬ガスにはメ

タ ン、 イ ソ ブタ ン、 アンモニアなどが使用さ れます。

CI 法ではポジティ ブモード と ネガティ ブモード での測定が可能です。 一般には、 ポジティ ブモード は分子量確認などの定性分析に使用さ

れます。 ネガティ ブモード は、 PCB などの含ハロゲン化合物の定量分析に使用さ れます。

ポジティ ブモード ：

◦ M  +  [B+ H ]+ 　 →　 [M + H ]+  +  B（ プロト ン付加）

◦ M  +  [B+ H ]+ 　 →　 [M + B+ H ]+ （ 反応イ オン付加）

◦ M  +  [B+ H ]+ 　 →　 [M -H ]+  +  [B+ 2 H ] （ H - の引き抜き ）

ネガティ ブモード ：

◦ M  +  e -　 →　 [M ]-・（ 共鳴電子捕獲）

◦ M  +  e -　 →　 [M -N ]- +  N ・（ 解離性共鳴電子捕獲） 

ポジティ ブモード で得ら れるイ オン種の例

JEOL では、 酸素雰囲気下においても 安定し た EI 測定が可能な

低真空用フ ィ ラ メ ント を開発し まし た。

こ れにより 、 合成プロセスと 同様の酸素雰囲気下での TG 測定が

可能です。

GC では難し い高沸点成分の測定はダイ レ ク ト M S プローブを用

いた測定が有効です。

U ltra Qua d TM  S Q-Z e ta では 2 種類のダイ レ ク ト M S プロ ーブ

を選択できます。

試料の形態や物性、 目的に応じ てプローブを選択し ます。

各酸素濃度で TG 測定し たポリ スチレンの TICC

各 TICC においてポリ スチレンの分解によっ て生じ た発生ガスの

ピーク が観測さ れていますが、 酸素濃度が増加するにつれてピー

ク の発生温度が低く なっ ています。 ポリ スチレンの熱分解温度が

酸素濃度によっ て変化するこ と が分かり ます。

直接導入プローブ /C
(Direct Insertion Probe: DIP)
◦  固体試料をそのままガラ ス試料管

に導入し て測定可能です

◦  高沸点化合物／溶媒に溶けにく い

試料に最適です

直接導入プローブ /F
(Direct Exposure Probe: DEP)
◦  溶媒に溶かすか分散さ せた試料を

先端のフ ィ ラ メ ント に塗布し ます

◦  高沸点化合物／熱不安定化合物に

最適です

El

フ タ ル酸ジエチル

（ D EP）

分子式： C
1 2

H
1 4

O
4

分子量： 2 2 2

［ M + H ］+ ［ M -H ］+

テト ラ デカ ン

分子式： C
1 4

H
3 0

分子量： 1 9 8

C l
メ タ ン ガス

特長

▶  試薬ガス必要

▶  ポジティ ブモード

 ネガティ ブモード が可能

化学イ オン化法　 CI イ オン源（ オプショ ン） 

低真空用フ ィ ラ メ ント （ オプショ ン） ダイ レク ト MS プローブ （ オプショ ン）

  
 

  
 

 

フ ィ ラ メ ン ト
GC カ ラ ム

リ ペラ

試薬ガス

B
気密なイ オン化室

e-

熱電子

MS

◦ 試薬ガス B

◦ 試料分子 M
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画面左側に常時装置の状態を表示し ているため、 容易に状態確認でき ます。 また

1 画面内を切り 替えて、 チュ ーニング／キャ リ ブレーショ ン、 GC メ ソ ッ ド 編集、

M S メ ソ ッ ド 編集、 シーケンス設定が可能です。

測定（ 分析） のみなら ず、 装置起動や停止な

ども スケジュ ーリ ング可能です。

M SPR IM O TM は、 測定、 装置制御、 解析作業指示が行える、 マルチフ ァ ンク ショ ンシーケンスを搭載し ています。

作業開始を 時間設定でき るため、 自由な作業スケジュ ーリ ングが可能です。 測定終了後の装置シャ ッ ト ダウン 、 連続測定の任意位置での

チュ ーニング、 測定済みデータ への定量解析実施、 など、 日々の分析業務をサポート し ます。

使い やすさ を 追求し た
ユーザーイ ン タ ーフ ェ イ ス

測定、 装置制御、 解析作業と の連携が可能な
マ ルチ フ ァ ン ク シ ョ ン シ ーケ ン ス

M SPR IM O TM は、 JM S -Q1 5 0 0 GC から 採用さ れた JEOL GC-QM S シリ ーズ制御ソ フ ト ウェ アです。

従来のソ フ ト ウェ アにおいて複数のウィ ンド ウに分割さ れていた機能を 1 つのウィ ンド ウに集約し ており 、直感的で分かり やすいイ ンタ ー

フ ェ イ スと なっ ています。

新感覚の制御ソ フ ト ウェ ア　 "M S PR IM O TM"

MS メ ソ ッ ド

GC メ ソ ッ ド
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A

A

A

B

B

B

C

C

C

D

D

D

E

E

E

F

F

F

F

G

G

G

H

H

H

I

I

I

グループ1 グループ2 グループ3

# Name Q-ion 
(m/z)

R.T. 
(min)

C.V. 
(%) r # Name Q-ion 

(m/z)
R.T. 
(min)

C.V. 
(%) r # Name Q-ion 

(m/z)
R.T. 
(min)

C.V. 
(%) r

1 Dichlorvos 185 6.14 1.0 0.999 47 Fenitrothion 277 11.61 6.4 0.998 93 Uniconazole p 234 13.69 2.9 0.997
2 Dichlobenil 171 6.92 1.0 0.999 48 Bromacil 205 11.63 2.5 0.998 94 Fenthion oxon sulfone 294 13.74 4.8 0.998
3 Etridiazole 211 7.68 1.4 0.999 49 (e)-dimethylvinphos 295 11.68 2.2 0.999 95 Buprofezin 105 13.80 1.8 0.999
4 Trichlorfon 79 7.76 － 0.989 50 Malathion 127 11.73 4.6 0.999 96 Isoxathion 105 14.00 1.8 0.998
5 Chloroneb 191 8.06 2.2 0.999 51 Chlorpyrifos oxon 270 11.76 4.4 0.996 97 Cyproconazole 222 14.09 1.7 0.998
6 Isoprocarb 121 8.28 3.1 0.998 52 Esprocarb 91 11.76 1.4 0.999 98 (z)-pyriminobac-methyl 302 14.21 3.4 0.999
7 Molinate 126 8.39 1.3 0.999 53 Quinoclamin 207 11.85 2.2 0.999 99 Fenthion sulfoxide 279 14.28 3.1 0.997
8 Fenobucarb 121 8.80 0.7 0.999 54 Metolachlor 162 11.87 1.8 0.999 100 Fenthion sulfone 310 14.36 2.7 0.999
9 Propoxur 110 8.81 1.4 0.999 55 Chlorpyrifos 197 11.89 2.6 0.999 101 Endosulfan β 195 14.40 3.7 0.999
10 Trif luralin 306 9.20 4.2 0.999 56 Cyanazine 225 11.91 5.5 0.999 102 Mepronil 119 14.64 1.3 0.998
11 Benf luralin 292 9.25 3.3 0.998 57 Thiobencarb 100 11.92 0.6 0.999 103 Chlornitrofen 317 14.88 5.3 0.998
12 Cadusafos 159 9.45 4.9 0.999 58 (z)-dimethylvinphos 295 11.92 2.5 0.998 104 Propiconazole-1 259 14.97 2.1 0.999
13 Pencycuron 125 9.51 2.2 0.999 59 Fenthion 278 11.95 1.8 0.999 105 Edifenphos 109 14.98 3.1 0.999
14 Dimethoate 125 9.80 5.6 0.998 60 Chlorthal-dimethyl 301 11.99 1.3 0.999 106 (e)-pyriminobac-methyl 302 15.01 2.1 0.999
15 Simazine 201 9.88 3.5 0.999 61 Isofenphos oxon 229 12.02 2.1 0.996 107 Propiconazole-2 259 15.08 1.9 0.999
16 Atrazine 200 9.95 3.2 0.999 62 Tetraconazole 336 12.03 1.6 0.999 108 Endosulfan sulfate 272 15.08 2.8 0.999
17 Diazinon oxon 137 10.03 2.3 0.997 63 Fthalide 243 12.24 3.2 0.999 109 Epn oxon 141 15.18 3.7 0.998
18 Cyanofos 243 10.20 1.4 0.999 64 Fosthiazate 195 12.35 5.4 0.997 110 Thenylchlor 127 15.29 1.3 0.999
19 Propyzamide 173 10.25 3.3 0.999 65 Pendimethalin 252 12.47 5.6 0.997 111 Tebuconazole 250 15.38 4.0 0.999
20 Diazinon 179 10.26 1.1 0.999 66 Cyprodinil 224 12.48 1.5 0.999 112 Pyributicarb 165 15.68 1.0 0.998
21 Pyroquilone 173 10.34 0.7 0.999 67 Dimethametryn 212 12.56 1.3 0.999 113 Iprodione 314 15.78 6.8 0.996
22 Chlorothalonil 266 10.43 2.7 0.999 68 Thiamethoxam 212 12.56 1.3 0.999 114 Pyridafenthion 340 15.78 1.6 0.998
23 Disulfoton 97 10.48 2.1 0.998 69 Isofenphos 213 12.63 3.4 0.999 115 Acetamiprid 152 15.79 7.2 0.999
24 Anthracene-d10 188 10.52 70 Methyl daimuron 107 12.75 10.8 0.998 116 Epn 157 15.99 3.9 0.998
25 Iprobenfos 91 10.73 2.0 0.998 71 Phenthoate 274 12.75 2.7 0.999 117 Piperophos 122 16.02 5.6 0.997
26 Tolclofos-methyl oxon. 249 10.90 1.8 0.999 72 Procymidone 283 12.83 0.9 0.999 118 Cumyluron 267 16.05 14.5 0.999
27 Fenitrothion oxon 244 10.96 6.4 0.998 73 Captan 79 12.83 1.8 0.998 119 Chrysene-d12 240 16.09
28 Benfuresate 256 10.96 3.5 0.999 74 Trif lumizole 278 12.84 5.3 0.998 120 Orysastrobin 205 16.14 5.4 0.997
29 Dichlofenthion 279 10.98 0.9 0.999 75 Butamifos oxon 244 12.85 5.8 0.998 121 Anilofos 226 16.26 3.1 0.998
30 Propanil 161 11.00 3.7 0.999 76 Dimepiperate 119 12.86 1.5 0.999 122 Bifenox 341 16.27 8.6 0.997
31 Terbucarb 205 11.01 2.0 0.999 77 Methidathion 145 13.02 3.4 0.998 123 Indanofan 174 16.27 5.7 0.999
32 Metribuzin 198 11.07 2.2 0.999 78 Propaphos 220 13.04 3.8 0.998 124 Furametpyr 157 16.36 1.4 0.999
33 Malaoxon 127 11.08 1.5 0.999 79 Tetrachlorvinphos 329 13.12 2.4 0.999 125 Phosalone 182 16.59 2.0 0.997
34 Chlorpyrifos-methyl 286 11.09 1.5 0.999 80 Butachlor 176 13.17 2.8 0.999 126 Pyriproxyfen 136 16.74 1.5 0.999
35 Bromobutide 119 11.10 2.7 0.999 81 Paclobutrazol 236 13.19 2.2 0.998 127 Cyhalofop-butyl 256 16.77 2.1 0.999
36 Alachlor 188 11.21 2.7 0.999 82 Butamifos 286 13.32 7.2 0.998 128 Mefenacet 192 16.82 3.0 0.998
37 Simeconazole 121 11.21 1.1 0.998 83 9-bromoanthracene 256 13.36 129 Pyraclofos 360 17.39 2.3 0.999
38 Tolclofos-methyl 265 11.23 1.4 0.999 84 Endosulfan α 195 13.37 6.7 0.999 130 Cafenstrole 100 18.28 2.4 0.998
39 Simetryn 213 11.25 1.2 0.999 85 Flutolanil 173 13.42 4.6 0.999 131 Etobenzanid 179 18.29 2.9 0.999
40 Ametrine 227 11.31 1.7 0.999 86 Napropamide 72 13.43 1.0 0.999 132 Boscalid 140 18.93 2.6 0.999
41 Metalaxyl 160 11.32 2.8 0.999 87 Metominostrobin 191 13.46 4.4 0.999 133 Etofenprox 163 19.32 3.2 0.999
42 Prometryn 241 11.36 4.8 0.999 88 Isoprothiolane 118 13.52 1.2 0.999 134 Thiacloprid 126 19.80 7.4 0.998
43 Cinmethylin 105 11.38 1.3 0.999 89 Isoxathion oxon 161 13.53 1.8 0.996 135 Difenoconazole-1 323 21.11 5.4 0.999
44 Mpp oxon 262 11.39 3.1 0.998 90 Pretilachlor 176 13.54 2.6 0.999 136 Difenoconazole-2 323 21.24 4.7 0.999
45 Dithiopyr 354 11.40 5.2 0.999 91 Thif luzamide 194 13.66 2.2 0.998 137 Pyrazoxyfen 105 21.28 1.9 0.999
46 Pirimiphos-methyl 290 11.54 1.9 0.998 92 Fenthion oxon sulfoxide 262 13.68 2.2 0.999

作成開始

Peak Dependent SIM
条件作成フ ロー

「 水道水質基準水質管理目標設定項目」 が対象

と する農薬類のう ち 1 3 4 成分の pd-S IM 測定

例です。

多成分が対象のため、 特に保持時間 1 0 〜 1 5

分の間は数多く の農薬成分が溶出し て います

が、 pd-S IM を 使用するこ と で農薬成分に応じ

て 必要なチャ ン ネルを 適切に設定する こ と が

でき まし た。

また pd-S IM の適切なチャ ンネル設定によ り 、

一般的な S IM と 比べて感度向上する 農薬成分

が多数見ら れまし た。

も ち ろ ん pd-S IM において も 測定結果は安定

し ており 、 農薬 5  ppb の変動係数（ n= 5 ） は

1 0 % 以下の良好な再現性を示し まし た。

農薬 134 成分 5ppb の変動係数（ n=5）

S ca n

一般的な S IM

P ea k D epend en t S IM

S ca n 条件による測定

定性解析によるピーク 判定

定量条件設定による条件フ ァ イ ル作成

1
2

3
4

5
6

7
8
9

10
11

12
13

14
15
16
17

18
19
20

21
22
23
24

25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

41
42
43
44
45
46
47
48
49 71
50
51
52
53
54
55
56
57'
58
59
60
61
62

63
64
65
66
67
68
69
70

72
73
74
75
76

77
78
79
80
81
82
83
84

85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95

96
97
98
99
100

101
102

103
104
105
106
107
108
109
110
111

112
113
114
115

116
117
118
119
120

121
122
123
124

125
126
127
128

129 130
131

132
133

134
135
136
137

5m in 10min 15m in 20min

Peak Dependent SIM (pd-SIM) による農薬分析アプリ ケーショ ン： MSTips No. 295

自動 S I M 条件作成機能
P e a k  D e p e n d e n t  S IM  で 簡単・ 高感度な 定量分析

今まで煩わし かっ た S IM グルーピング作業を行う 必要はも う あり ません。

自動 SIM 条件作成機能 Peak D ependent S IM  は最適な S IM グルーピングを自動で設定し ます。

誰でも 簡単に最適化し た S IM 条件で測定を行う こ と ができ ます。

S IM 測定における 1 グループあたり のチャ ンネル数は 1 0 0 、 グループ数は 5 0 0 まで設定可能です。

水道規制農薬の一斉分析に 

関する検討

pd-SIM 条件（ 番号は下表の化合物に対応）

成分数が多すぎると チャ ンネル当たり の

積算時間が不足し 、 感度が低下する

ピ ーク の溶出時間に応じ て、 必要なチャ ン ネルが

自動的に設定さ れる ため感度が低下し にく い。
作成完了

SIM 条件メ ソ ッ ド フ ァ イ ルの作成
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面 積 計算 範 囲

複数検体に含まれる成分ピーク 、 または一検体中の複数成分ピーク を 同一画面上に表示でき ます。

また、 ピーク 面積計算範囲を 同時に変更でき 、 多検体が一括に処理でき ます。

また Es crim e TM には、 定性解析機能（ 別ウィ ン ド ウで起動） も 搭載

し ています。

スペク ト ル自動作成・ ラ イ ブラ リ ー検索、 ク ロマト グラ ムピ ーク リ スト

作成、 ク ロマト グラ ム作成などを行う こ と が可能です。

定性解析し た結果を、 定量条件に D rag & D rop でコ ピーし て使用する

こ と が可能です。

TQ-D io K は、 E s c rim e TM と ダイ オキシン

類専用定量分析ソ フ ト ウェ ア D ioK を ベー

スと し て開発さ れた、 卓上型 GC-M S 専用

のダイ オキシン・ PCB 定量分析ソ フ ト ウェ

アです。

TQ-D ioK では環境試料中のダイ オキシン分

析や、 塗膜く ず中の PCB 分析と いっ た専門

的な定量分析作業の大半を 自動化し ており 、

解析に要する時間を大幅に短縮し まし た。

Es c rim e TM の使い易さ と 、 D ioK の専門性

を兼ね備えた定量ソ フ ト ウェ アです。

ブラ ン ク

0 .1  p p b

1  p p b

1 0  p p b

実試料

充実し た 定量解析機能を 搭載！
定性解析ま で も フ ォ ロ ーし ま す

多成分定量解析ソ フ ト ウェ ア Es c rim e TM では、 ク ロマト グラ ムピーク の面積計算、 検量線の作成、 定量値の算出を自動で行う こ と はも ち

ろ ん、 その後の面積計算範囲の個別設定、 一括変更、 定量イ オンの変更が行え、 定量計算処理にかかる時間を大幅に短縮できます。

定量条件作成及び解析は、 M SPRIM O TM と の連携が可能です。 より 簡単に、 効率よく 解析作業を実施いただけます。

定量解析結果のレポート フ ォ ーマッ ト は、 目的・ 用途に応じ て自由にカ スタ マイ ズ可能です。

Es crim e TM は多試料、 多成分の定量解析に必須のソ フ ト ウェ アです。

実績ある多成分定量解析ソ フ ト ウェ ア　 "Es crim e TM"

ダイ オキシン・ PCB 専用定量解析ソ フ ト ウェ ア　 "TQ-D ioK "

レポート 出力例

TQ-D ioK は今までの煩雑な解析フ ローを自動化！

誰でも 簡単にダイ オキシン・ PCB 定量分析が可能です
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Averag e

16.00 18.00 20.00 22.00 24.00 26.00

1.0+E+04

2.0+E+04

3.0+E+04

4.0+E+04

5.0+E+04

同一カ ラ ムによる V O C 、 カ ビ臭気原因物質、 エピク ロロヒ ド リ ン、 スチレ ン、  
1 ,2 ,3 -ト リ ク ロロベンゼンの分析

水道の水質検査において、 ヘッ ド スペース -GC-M S 法が複数の項目で

検査方法と し て採用さ れていますが、 測定に使用する 機器構成の違い

によ り 、 1 台の装置で異なる 項目を 測定する 際には、 カ ラ ム交換等が

必要と なるケースが殆どです。

今回、 液相に (6 % シアノ プロピルフ ェ ニル - 9 4 % ジメ チルポリ シロ

キサン ） を 採用し た低／中極性カ ラ ム D B-1 3 0 1 ( 長さ 6 0  m , 内径

0 .3 2  m m , 膜厚 1  µ m ) を使用し て、 水質基準項目の揮発性有機化合物

(VOC) 、 カ ビ 臭原因物質である 2 -メ チルイ ソ ボルネオール (2 -M IB ) 

、 ジェ オスミ ンの 3 項目、 要検討項目のエピク ロロヒ ド リ ン 、 スチレ

ン、1 ,2 ,3 -ト リ ク ロロベンゼンの 3 項目を、それぞれ機器パラ メ ータ ー

のみ変更し て測定する方法について検討し たと こ ろ 、 検量線の直線性、

下限濃度における再現性等について良好な結果が得ら れまし た。

各成分下限濃度における変動係数（ n=5） と 検量線相関係数

塗膜く ず中の P5CB 平均同族体ク ロマト グラ ム

［ 下限濃度］

 VOC（ 1 ,4 -ジオキサン除く ）： 0 .1  p pb

 1 ,4 -ジオキサン： 1  ppb

 2 -M IB、 ジェ オスミ ン： 1  pp t

 エピク ロロヒ ド リ ン： 0 .0 4  ppb

 スチレ ン、 1 ,2 ,3 -ト リ ク ロロベンゼン： 0 .1  ppb

代表成分の検量線と 抽出イ オンク ロマト グラ ム

G C -Q M S 法による塗膜く ず中の

低濃度 P C B 分析

定量対象試料と し ては試料量 5 g の塗膜く ずを 「 低濃度 PCB

含有廃棄物に関する測定方法（ 第 5 版）」 に準拠する形で処理

し 、内部標準物質と し て PCB 標準液 M BP-M X P（ W e llin g ton  

La bo ra torie s 製） を添加し たも のを用いまし た。

測定条件は「 絶縁油中の微量 PCB に関する簡易測定法マニュ

アル（ 第 3 版）」 を参考に設定し まし た。

PCB 標準液から 得た 同族体ご と の平均相対感度係数（ Av-

RRF）の相対標準偏差（ RSD ）はそれぞれ 2 .4 〜 4 .9 ％と なり 、

良好な再現性が得ら れまし た。 得ら れた Av-RRF を 用いて算

出し た塗膜く ず中の PCB 濃度は 1 .2  m g /kg と なり まし た。

1,4-Dio xane 2-M ethylisob orneo l
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Concentration [ppb]

0

30.10 12.6012.40 13.6013.4013.2030.20 12.8030.30 13.0030.40 30.50 30.60 30.70 30.80

2 4 6 8 10 12 14 16 0.0

m/z 49m/z 112

m/z 108m/z 88

0.3 0.60.2 0.5 0.818 20 0.1 0.4 0.7

Concentration [ppb] Concentration [ppb]

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

Concentration [ppb]

Compound Name C.V. 
(%) R Compound Name C.V. 

(%) R Compound Name C.V. 
(%) R

1,1-Dichloroethylene 0.7 0.9999 Trichloroethylene 0.1 0.9999 m-Xylene & p-Xylene 0.3 0.9992
Dichloromethane 1.1 0.9999 1,2-Dichloropropane 0.8 0.9999 o-Xylene 0.4 0.9999
t-vhyl Ether 0.4 0.9999 Bromodichloromethane 0.6 0.9999 Bromoform 0.6 0.9990
trans-1,2-Dichloroethylene 0.7 0.9999 1,4-Dioxane 1.1 0.9999 p-Dichlorobenzene 1.1 0.9999
cis-1,2-Dichloroethylene 0.6 0.9999 cis-1,3-Dichloropropene 1.7 0.9990 2-Methylisoborneol 4.5 0.9996
Chloroform 0.8 0.9999 Toluene 0.7 0.9999 Geosmin 3.4 0.9996
1,1,1-Trichloroethane 0.4 0.9999 trans-1,3-Trichloroethane 2.2 0.9985 Epichlorohydrin 2.6 0.9999
Carbon Tetrachloride 1.6 0.9999 1,1,2-Trichloroethane 3.0 0.9990 Styene 1.5 0.9990
1,2-Dichloroethane 0.8 0.9998 Tetachloroethane 2.3 0.9996 1,2,3-Trichlorobenzene 9.0 0.9997
Benzene 1.2 0.9999 Dibromochloromethane 0.8 0.9991

EscrimeTM アプリ ケーショ ン： 水中 VOC 成分等の定量分析（ MSTips No. 333）

TQ-DioK アプリ ケーショ ン： PCB 定量分析（ MSTips No. 313）

相対感度係数の再現性
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ラ イ ブラ リ ー検索だけの定性分析に潜むリ スク …

それ、 本当に同定でき ていますか？

EI 法はラ イ ブ ラ リ ーデータ ベース が豊富な ため、

GC-M S 定性分析に幅広く 使用さ れています。 し か

し な がら EI 法はイ オン 化時のエ ネルギーが高く 、

分子イ オンが生じ ないこ と がし ばし ばあり ます。

右に示す EI マススペク ト ルでは分子イ オン が観測

さ れて いま せん。 そし て ラ イ ブ ラ リ ー検索の結果

M .F. スコ ア 8 0 0 以上に 5 つの候補が得ら れまし

た。 EI 法データ だけですと 最高ス コ ア の # 1 の化

合物であると 結論付けてし まいがちですか、 こ の結

論は誤り です。 なぜなら こ の化合物をソ フ ト イ オン

化法で測定すると 分子イ オンと 思われる m /z  3 1 4

が観測さ れて いる こ と から 、 こ の化合物は分子量

3 1 4 で ある 可能性が高く 、 # 1 の候補の分子量と

合致し ないから です。

ソ フ ト イ オン化マススペク ト ルの結果と 合致するの

は # 2 の候補であり 、 こ の化合物は # 2 である可能

性が高いと 言えます。

ラ イ ブラ リ ー検索だけではこ のよう な誤認をし てし

まう 場合があり 、 ソ フ ト イ オン化データ での確認が

重要と なり ます。

G C-TOFM S 専用統合解析ソ フ ト ウェ ア m s FineAna lys is で 培っ たノ ウハウを QM S データ 解析に適用さ せた m s FineAna lys is  iQ

の登場です。

m s FineAna lys is  iQ は、 EI マススペク ト ルを 用いたラ イ ブラ リ ー検索と 、 ソ フ ト イ オン化マススペク ト ルを用いた分子量確認を組み合

わせた、 自動定性解析ソ フ ト ウェ アです。 ラ イ ブラ リ ー検索結果にソ フ ト イ オン 化マススペク ト ルの解釈を 加える こ と で 、 従来のラ イ

ブラ リ ー検索だけの定性解析結果に比べて 、 同定確度の向上が期待さ れます。 m s Fin eAn a lys is  iQ は GC-M S 定性解析ソ フ ト ウェ ア

の大本命です。

m s FineAna lys is  iQ では、 以下の作業を自動で行います。

①ピーク 検出（ デコ ンボリ ュ ーショ ン or TIC ピーク 検出）

② EI と S I データ の紐づけ（ リ ンク ）

③ラ イ ブラ リ ー検索（ EI）

④分子イ オン探索（ S I）

⑤ラ イ ブラ リ ー検索結果の絞り 込み（ EI、 S I 統合）

⑥統合解析結果の提供

ラ イ ブラ リ ー検索だけの定性分析から 脱却し 、 1 ラ ンク 上の定性

解析結果を、 自動で迅速に提供致し ます。

統合解析ワーク フ ロー

※ m s FineAna lys is  iQ はオプショ ンソ フ ト ウェ アです

統合定性解析ソ フ ト ウェ ア　 "m s FineA na ly s is  iQ"

ラ イ ブラ リ ー検索だけの定性分析から 脱却！
ソ フ ト イ オン化法データ を組み合わせた 1 ラ ンク 上の定性解析を実現

# 化合物名 M.F. 分子式 分子量

1 2,2'-(Ethane-1,2-diylbis(oxy))bis(ethane-2,1-diyl) dibenzoate 828 C20 H22 O6 358

2 Diethylene glycol dibenzoate 821 C18 H18 O5 314

3 Benzoic acid, 2-(3-nitrophenyl)ethyl ester 810 C15 H13 N O4 271

4 1,3-Dioxolane, 2-(methoxymethyl)-2-phenyl- 802 C11 H14 O3 194

5 3,6,9,12-Tetraoxatetradecane-1,14-diyl dibenzoate 800 C24 H30 O8 446

50 50

51

77

105
149

314

スペク ト ル： E I（ ID :0 6 9 , RT :8 .4 5  m in ） スペク ト ル： S I（ ID :0 6 9 , R T :8 .4 7  m in ）

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00x106

強
度

100 100150 150200 200250 250300 300
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00
x105

強
度

m/z m/z

成分 A の EI マススペク ト ル

成分 A のラ イ ブラ リ ー検索結果 上位 5 候補

成分 A のソ フ ト イ オン化

マススペク ト ル

ラ イ ブラ リ ー DB 検索と 解析

GC/EI データ

ラ イ ブラ リ ーデータ ベース検索 分子イ オン探索

統合解析結果

EI、 SI データ 中の各ピーク のリ ンク

ク ロ マト グラ ムピ ーク 検出 ( デコ ンボリ ュ ーショ ン検出 or TIC ピーク 検出 )

リ テンショ ンイ ンデッ ク ス
による候補絞り 込み

分子イ オン確認による
候補絞り 込み

GC/ソ フ ト イ オン 化（ SI） データ

分子イ オンの探索

照
会
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m s F in e A n a ly s is  iQ がも つ多彩な機能

デコ ンボリ ュ ーショ ン検出では TICC 上で確認でき ない微量成分

や、 あたかも 1 成分と し て検出さ れているピーク 中の複数成分検

出（ 左図） が可能です。

統合解析結果画面では、 EI 及びソ フ ト イ オン化 (S I) ク ロマト グラ ムデータ と 、 ク ロマト グラ ム情報、 スペク ト ル情報、 ラ イ ブラ リ ー検索

と 分子イ オン解析結果を 合わせた統合解析結果の確認が可能です。 解析結果一覧で各行をダブルク リ ッ ク すると 、 個別マススペク ト ル解

析画面が起動し ます。 こ こ ではラ イ ブラ リ ー検索結果と 分子イ オン解析結果に対し て、 確認及び再解析が可能です。

デコ ンボリ ュ ーショ ン検出例：

各ピーク がデコ ンボリ ュ ーショ ン検出さ れた成分を示し ています

GC/E I データ 単独での解析にも 対応し ています。 時間がない、 サ

ン プルがないと いっ た理由で EI データ し か取得し ていない場合

でも 心配はいり ません。 EI データ から の分子イ オン探索と ラ イ ブ

ラ リ ー検索を組み合わせた解析結果を提供し ます。

定性分析において 2 検体の比較、 例えば正常品と 不良品、 新

規材料と 既存材料、 と いっ た分析ニーズが高まっ ています。

m s FineAna lys is  iQ を 使えば自動で差異成分の抽出と 定性

分析を実施し ます。

リ テン ショ ンイ ン デッ ク ス（ 保持指標） は n-アルカ ン の保持時

間を基準と し た相対的な指標値です。

対象成分の保持時間を 保持指標に変換し 、 データ ベースなど に収録

さ れた保持指標値と 比較する こ と で定性分析を 行う こ と が可能です。

m s FineAna lys is  iQ ではリ テンショ ン イ ンデッ ク ス値による検

索候補の絞り 込みが可能です。

ボルケーノ プロッ ト ：

2 検体間の差異と 再現性を 表現し 、 特徴成分を 視覚的に捉えら れます

リ テンショ ンイ ンデッ ク ス作成画面
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Log2(B/A)

A B

A に特徴的な成分 B に特徴的な成分

A 、 B に共通な成分

デコ ンボリ ュ ーショ ン検出

2 検体比較（ 差異分析） 機能

EI データ 単独でも 解析可能

リ テンショ ンイ ンデッ ク ス定性分析

GC/EI データ

EI マススペク ト ル

GC/EI データ

GC/EI データ

n- アルカ ン混合物
の GC/EI データ

GC/SI データ

SI マススペク ト ル

GC/SI データ

統合解析結果

統合解析結果

統合解析結果

ク ロマト グラ ム情報 スペク ト ル情報統合解析結果（ ラ イ ブラ リ ー検索＋分子イ オン確認）

黒色実線： TICC
灰色ピーク ： デコ ンボリ ュ ーショ ン ピ ーク （ 青色は選択中）

緑色実線： TICC
灰色ピーク ： デコ ンボリ ュ ーショ ン ピ ーク （ 青色は選択中）

統合解析結果画面 個別マススペク ト ル解析画面
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JEOL 製ヘッ ド スペースサンプラ ー

MS-62071STRAP

カ ビ臭原因物質・ ト リ ハロメ タ ン類モニタ リ ングシステム

MS-62180KTMS

■ H ead  s pace  GC-M S システム

ヘッ ド ス ペース サン プ ラ ーは固体、 液体内に存在する 揮発性有機化合物

（ VOC） 分析を行う ための前処理装置です。

JEOL が開発し たヘッ ド スペースオート サン プ ラ ーは、 ループ モード と ト

ラ ッ プモード 、 2 つの測定モード を 搭載し たユニーク な H S システムです。

ト ラ ッ プモード では水中カ ビ臭原因物質測定のよう な高感度測定に有効です。

さ ら に食品、 材料などにおける VOC 測定にも 適用可能です。

株式会社アイ スティ サイ エンス  製
GC 大量注入口装置 LVI-S250 

■ 大量注入システム

注入口において液体試料中の溶媒を選択的に除去するこ と で、 大容量の試料

を注入するこ と が可能な装置です。

食品中残留農薬分析や微量成分の分析に使用でき ます。

■ Purg e& Trap　 GC-M S システム

パージ＆ト ラ ッ プ GC-M S システ ムは、 パージ＆ト

ラ ッ プ濃縮装置と GC-M S を組み合わせたシステムで

す。 カ ビ臭原因物質を初めと する揮発性有機化合物分

析に威力を発揮し ます。

写真は Teledyne  Tekm a r 社製オート サン プ ラ 一一

体型パージ＆ト ラ ッ プ濃縮装置 Atom x X Y Z と 組み

合わせたシステム構成です。

■ 多機能オート サンプラ ー GC-M S システム

PAL シ ス テ ムは 1 台で 液体注入、 ヘッ ド ス ペース

（ H S）、固相マイ ク ロ抽出（ SPM E）、固相抽出（ SPE）

の自動化や液体試料の分注、 希釈などが可能な多機能

オート サンプラ ーです。 GC-M S と 組み合わせるこ と

で、 連続的に前処理を行いながら GC-M S 測定を行う

こ と ができ ます。

写 真 は CTC 社 製 多 機 能 オ ー ト サ ン プ ラ ー (PAL 

RTC) と 組み合わせたシステム構成です。

ヘッ ド スペース（ HS）

多機能オート サンプラ ー

パージ & ト ラ ッ プ（ P&T）

大量注入法

ニーズに対応し た前処理装置と の連携
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■ Therm og ra vim etry/D if fe rent ia l Therm a l Ana lys is -M S システム

液体または固体試料を加熱し ていく 過程の重量変化や化学変化に伴う 発熱・

吸熱と いっ た熱物性評価を行う 装置です。 M S と 接続するこ と で加熱過程で

発生する成分をリ アルタ イ ムに分析するこ と ができ ます。

高分子や材料の加熱による発生ガス分析に使用でき ます。

■ Pyro lyzer　 GC-M S システム

パイ ロ ラ イ ザー GC-M S シ ステ ムは、 熱分解装置と

GC-M S を組み合わせたシステムです。 熱分解装置に

よる熱抽出、 あるいは熱分解によっ て生成する有機化

合物分析に威力を発揮し ます。

写真はフ ロンティ ア・ ラ ボ社製マルチショ ッ ト ・ パイ

ロ ラ イ ザー (EGA/PY -3 0 3 0 D ) と オート シ ョ ッ ト ・

サン プラ ー（ AS-1 0 2 0 E） と 組み合わせたシステム

構成です。

試料： ギ酸ナト リ ウム H COON a

ピーク A:  2 H COON a → H
2
+  CO +  N a

2
CO

3
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2
+  N a

2
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ピーク B:  N a
2
C

2
O

4
→ CO +  N a
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■ 混合ガス分析システム

ガスバルブシステムと パッ ク ド カ ラ ムを組み合わせる

こ と により 、 混合ガス中の微量不純物成分分析に使用

するこ と ができ ます。 また、 水素も 高感度に検出でき

ます。

0.50
0.0E+00

min

1.0E+05

2.0E+05

3.0E+05

4.0E+05

5.0E+05

1.00 1.50 2.00 2.50

m/z 2
面積値 4713885
m/z 2
面積値 4756078
m/z 2
面積値 4727208
m/z 2
面積値 4665278
m/z 2
面積値 4708112

S/N(PP): 59,929
S/N(RMS): 135,272

CV(n=5): 0.7%

熱分解（ Py）

加熱脱着（ TD）

熱重量 / 示差熱分析（ TG/DTA）

ガスバルブ

■ Therm a l D es orp tion  GC-M S システム

室内空気、 車室内空気を Tena xTA 等の捕集材に捕集し 、 TD 法により 分析

でき るシステムです。 コ ールド ト ラ ッ プによる 2 次濃縮を行う こ と で、 高感

度な測定が可能です。

また、 材料中から 発生するガスをチャ ンバー捕集するこ と で、 揮発性／半揮

発性有機化合物（ VOCs /SVOCs ） の分析に使用でき ます。

5.00min
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100％

10.00 15.00 20.00

TICC

水素（ m/z 2） 10ppm の SIM ク ロマト グラ ムデータ

車室内空気中の VOCs/SVOCs 分析
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ガスク ロマト グラ フ 三連四重極質量分析計

JMS-TQ4000GC UltraQuadTM TQ

ガスク ロマト グラ フ 二重収束質量分析計

JMS-800D UltraFOCUSTM

マト リ ッ ク ス支援レ ーザー脱離

イ オン化飛行時間質量分析計

JMS-S3000 SpiralTOFTM-plus 

大気圧イ オン化飛行時間質量分析計

JMS-T100LP AccuTOFTM LC-plus 4G

JEOL 製 GC-M S の特徴を継承し ながら も 、 日本電子独自の

ショ ート コ リ ジョ ンセルを採用し 、 ハイ スループッ ト であり なが

ら 高感度分析が可能なガスク ロマト グラ フ 三連四重極質量分析計

です。

ショ ート コ リ ジョ ンセルのイ オン蓄積機能と 蓄積さ れたイ オンの

瞬間排出により 、 高速 SRM 測定においても 高感度で高い選択性

を実現し ます。 特に定量分析に強い GC-M S と し て農薬分析や環

境分析で活用いただいています。

JM S -8 0 0 D は、 H RGC/H RS IM モード により 、 極微量環境汚

染物質であるダイ オキシン類やポリ 塩化ビフ ェ ニル（ PCBs ） と

その関連物質の測定にフ ォ ーカ スし たガスク ロマト グラ フ 二重収

束質量分析です。

生産性の向上と 保守コ スト 軽減を目的と し て様々な機能を搭載し

ています。

JM S -S3 0 0 0 はマスイ メ ージング機能を大幅に向上し 、

Sp ira lTOFTM-p lu s へと 進化し まし た。 分析技術の最先端をリ ー

ド し 、 合成高分子・ 材料科学・ 生体高分子などの幅広い分野で日々

変化し ていく 研究ニーズにお応えし ます。

JM S -T1 0 0 LP はシンプル・ 堅牢かつオールラ ウンド な大気圧イ

オン化飛行時間質量分析計です。 LC/M S 用イ オン源と し て最も

広く 使われているエレク ト ロスプレー (ES I) イ オン源に加え、 日

本電子独自のイ オン化技術である D ARTTM (D irec t Ana lys is  in  

Rea l Tim e)、 Co ld  S pra y を搭載するこ と により 、 幅広い分析

にソ リ ュ ーショ ンを提供し ます。

第 6 世代のガスク ロマト グラ フ 飛行時間質量分析計です。

ク ラ ス最高峰の分解能 3 0 ,0 0 0 を有し 、 観測し たイ オンの精密

質量から 組成を知るこ と が可能です。 ラ イ ブラ リ ーデータ ベース

に登録さ れていない未知物質の解析などで活用さ れています。

定性分析に強い GC-M S  と し て、 材料分析や環境試料中のノ ン

タ ーゲッ ト 分析などで使用さ れています。

GC-MS シリ ーズ

MALDI-TOFMS、 LC-MS

ガスク ロマト グラ フ 飛行時間質量分析計

JMS-T2000GC AccuTOFTM GC-Alpha

日本電子の質量分析計ラ イ ンナッ プ
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（ 出入口）

MS GC LCD 
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PC 
LP 

PD 

He 

Bu 

RP 
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26

00 

LP 

9 0 0

3 ,7 0 0

5 0 0

8 0 0

2 , 6 0 0

1 ,2 0 0 1 ,5 0 0

単位（ m m ）

保守メ ンテナンス用作業スペース

（ 床置き）RP

PD

GB

GBM S

GCALS

PC
LP

K B D
IP

LCD

仕　 様

QM S 基本構成

イ オン源 EI

 イ オン化エネルギー　 1 0 ～ 2 0 0  eV

 チャ ンバー温度 1 0 0 ～ 3 0 0  ℃

分析部 高精度双曲形四重極マスフ ィ ルタ ー

 プラ グイ ンプリ フ ィ ルタ ー方式

検出部 コ ンバージョ ンダイ ノ ード ／イ オンマルチプラ イ ヤー検出方式

 正負イ オン検出可

排気系 差動排気型大形 TM P 1 台　（ イ オン源 2 0 0  L/s  排気相当、 分析部 2 0 0  L/s  排気相当）

 ロータ リ ーポンプ 1 台（ 外付け、 1 .8  m 3 /h（ 5 0  H z 動作時））

マスレンジ 1 ～ 1 0 2 2  u

分解能 2 ,0 0 0 以上　（ 半値幅、 m /z 6 1 4 において）

スキャ ン速度 2 2 ,2 2 2  u/s

感度（ EI） 検出下限値 (ID L) オク タ フ ルオロナフ タ レン （ OFN ) 5  fg 以下  S IM ・ m /z  2 7 2

 スキャ ン オク タ フ ルオロナフ タ レン （ OFN ） 1  p g    m /z  2 7 2 　  S /N  1 0 0 0 以上 (RM S )

ガスク ロマト グラ フ ［ M S-6 2 1 1 1 AGC］

カ ラ ムオーブン 温度範囲： 室温＋ 4  ℃～ 4 5 0  ℃（ 設定： 0 .1 ℃ステッ プ）

 大気温度の影響： 1  ℃あたり 0 .0 1 ℃未満

 昇温： 2 0 段まで可能（ 最大昇温レート ： 1 2 0  ℃ /m in）

注入口 スプリ ッ ト / スプリ ッ ト レス注入口　

 最高使用温度： 4 0 0  ℃ （ 最大 2 ポート まで拡張可能）

圧力設定範囲 0 ～ 6 8 0  kPa（ 内径 0 .2 0 0  m m  以上のカ ラ ムの場合）

ト ータ ルフ ロー 0 ～ 1 2 5 0  m L/m in (H e )

設置条件

電源電圧 AC1 0 0  V（ 単相 5 0  H z/6 0  H z） 1 5  A  x 2 系統

 AC2 0 0  V（ 単相 5 0  H z/6 0  H z） 2 0  A  x 1 系統

供給ガス キャ リ アガス： H e ガス（ 9 9 .9 9 9 9 % 以上、 および炭化水素含有量 0 .5  ppm 以下を推奨）

接　 地 Ｄ 種（ 1 0 0 Ω以下）　 必ず接地するこ と

換気設備 5  m 3  /m in 以上

標準構成の設置レイ アウト 例 記号 名 称

M S  QM S 本体

GC ガスク ロマト グラ フ

PC PC

LCD  ディ スプレー

K B キーボード

LP レーザープリ ンタ ー

RP ロータ リ ーポンプ

PD  配電盤

GB ガスボンベ

D IP  D IP/D EP 直接導入プローブ（ オプショ ン）

ALS  G C オート サンプラ ー（ オプショ ン）



＊外観・ 仕様は改良のため予告なく 変更するこ と があり ます。

No.2202J104C(Bn)


